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（
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晴 

◇
参
加
者 

 

沖
崎
吉
信
、
児
嶋
道
夫
、
阪
口
雄
二
、
上
村
和
美
、
須
崎
由
香
、

山
川
自
知
、
梶
野
照
雄
、
藤
原
裕
一
郎
、
村
吉
光
夫
、
家
郷
亮
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１
０
名 

 

毎
年
春
の
巡
視
は
浦
向
道
の
点
検
で
始
ま
る
。
昨
年
、
一
昨
年
も
２
月
の
第

２
週
目
に
実
施
し
た
が
、
積
雪
は
殆
ど
な
く
バ
イ
カ
オ
ウ
レ
ン
も
咲
い
て
い
た
。

今
年
は
久
し
ぶ
り
に
多
く
の
積
雪
が
あ
り
新
雪
を
踏
ん
で
の
山
行
に
な
っ
た
。 

午
前
７
時
半
、
川
上
村
の
道
の
駅
で
藤
原
君
と
村
吉
さ
ん
に
落
ち
あ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 

川
上
村
の
道
の
駅
で 

 
 

役
場
駐
車
も
白
く
な
っ
て
い
た 

 
 

 

浦
向
登
山
口 

道
の
駅
の
路
面
に
は
う
っ
す
ら
と
雪
が
残
っ
て
い
た
。
ノ
ー
マ
ル
タ
イ
ヤ
の
藤

原
君
を
乗
せ
下
北
山
村
へ
向
か
っ
た
。
新
伯
母
峰
ト
ン
ネ
ル
付
近
は
圧
接
路
に

な
っ
て
い
る
個
所
も
あ
っ
た
が
、
南
に
行
く
ほ
ど
積
雪
が
増
え
、
前
鬼
橋
を
越

え
崩
落
現
場
の
仮
橋
も
白
く
な
っ
て
い
た
。 

午
前
９
時
、
下
北
山
村
役
場
駐
車
場
に
着
く
。
役
場
駐
車
場
に
も
少
し
雪
が

残
っ
て
い
た
。
今
日
は
家
郷
地
域
振
興
課
長
も
参
加
さ
れ
た
。
沖
崎
車
と
村
吉

車
の
２
台
で
行
仙
宿
の
登
山
口
に
向
か
う
。
Ｒ
４
２
５
の
浦
向
ゲ
ー
ト
に
着
く

と
ゲ
ー
ト
が
開
い
て
い
る
。
す
ぐ
先
で
法
面
の
ネ
ッ
ト
工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
。

お
昼
ご
ろ
ま
で
は
通
行
で
き
な
い
と
い
う
の
で
、
ど
う
す
る
か
話
し
合
っ
た
結

果
、
沖
崎
、
村
吉
の
２
名
を
残
し
残
り
の
８
人
で
浦
向
か
ら
登
っ
て
四
ノ
川
林

道
へ
出
て
補
給
路
登
山
口
ま
で
歩
く
こ
と
に
な
っ
た
。
例
年
は
行
仙
宿
か
ら
浦

向
迄
下
り
で
点
検
し
て
い
た
の
で
、
今
回
初
め
て
浦
向
か
ら
登
る
こ
と
に
な
る
。

四
ノ
川
林
道
か
ら
行
仙
宿
ま
で
の
浦
向
道
は
１
０
年
ほ
ど
前
に
登
っ
た
こ
と

が
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

斜
木
を
切
除 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

四
ノ
川
林
道
に
着
く 

午
前
９
時
４
０
分
、
浦
向
の
登
山
口
を
出
発
。
積
雪
は
５
㎝
位
で
、
歩
く
の



に
支
障
は
な
い
。
村
吉
さ
ん
は
十
津
川
橋
の
掃
除
を
す
る
、
と
ス
コ
ッ
プ
を
携

え
て
こ
ら
れ
た
。
１
０
分
ほ
ど
歩
い
て
沖
崎
さ
ん
は
国
道
に
戻
っ
た
。 

途
中
で
斜
木
を
一
本
切
除
し
、
沢
越
え
の
廃
屋
の
あ
る
場
所
で
休
憩
。
こ
の
先

の
登
り
は
徐
々
に
積
雪
が
深
く
な
り
、
少
し
時
間
が
か
か
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

補
給
路
登
山
口
着 

 
 
 
 

 

シ
ー
ト
の
除
雪 
 
 
 
 
 
 

階
段
も
雪
の
中 

 
 
 
 

 
 
 

午
前
１
１
時
４
５
分
、
四
ノ
川
林
道
に
着
く
。
昼
食
を
摂
ろ
う
と
思
っ
た
が
、

皆
さ
ん
が
補
給
路
登
山
口
ま
で
行
こ
う
と
い
う
の
で
、
登
山
口
を
目
指
し
た
。 

林
道
の
積
雪
は
深
く
場
所
に
よ
っ
て
は
３
０
㎝
近
く
あ
り
、
歩
く
の
に
体
力
を

消
耗
し
た
。
上
村
さ
ん
が
「
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
持
っ
て
き
た
ら
よ
か
っ
た
」
と

言
う
が
全
く
そ
の
通
り
で
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
か
ス
キ
ー
を
使
え
ば
楽
で
き
た
と

思
う
。
４
０
分
ほ
ど
で
補
給
路
登
山
口
に
着
い
た
。
モ
ノ
レ
ー
ル
の
屋
根
シ
ー

ト
に
は
３
０
㎝
位
の
雪
が
積
も
り
、
階
段
も
水
場
の
シ
ン
ク
も
雪
に
覆
わ
れ
て

い
る
。
こ
れ
だ
け
雪
が
積
も
っ
た
の
は
２
０
１
８
年
以
来
の
事
だ
。
昼
食
を
済

ま
せ
国
道
に
向
け
て
歩
き
出
す
。
車
が
上
が
っ
て
こ
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

の
で
、
国
道
を
歩
い
て
降
り
る
こ
と
も
想
定
し
て
い
た
が
、
１
０
分
ほ
ど
歩
く

と
村
吉
車
が
登
っ
て
き
た
。
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
と
い
う
。
沖
崎
さ
ん
の
車
が

ス
リ
ッ
プ
し
て
前
後
輪
を
側
溝
に
落
と
し
た
の
で
、
脱
出
に
使
え
そ
う
な
材
料

を
登
山
口
で
集
め
て
く
る
と
い
う
。
３
人
が
乗
り
込
ん
で
登
山
口
に
向
か
い
板

や
丸
太
な
ど
を
積
み
込
ん
で
事
故
現
場
に
向
か
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

Ｒ
４
２
５
方
向 

 
 
 
 
 
 

車
引
き
揚
げ
中 

 
 
 
 
 

 

本
日
の
参
加
者 

現
場
は
カ
ナ
ウ
ナ
ギ
ト
ン
ネ
ル
の
少
し
下
で
、
道
幅
が
広
く
な
っ
て
い
る
場
所

だ
。
右
側
の
前
後
輪
が
側
溝
に
落
ち
て
停
ま
っ
て
い
た
。
後
輪
の
フ
レ
ー
ム
が

側
溝
の
縁
に
付
い
て
い
る
の
で
、
何
と
か
持
ち
上
げ
よ
う
と
ジ
ャ
ッ
キ
を
入
れ

て
み
る
が
、
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
ジ
ャ
ッ
キ
な
の
で
う
ま
く
上
が
ら
な
い
。
児
嶋
さ

ん
の
提
案
で
前
進
し
て
前
の
タ
イ
ヤ
の
脱
出
を
試
み
る
。
岩
や
板
で
タ
イ
ヤ
の

前
方
に
路
面
の
高
さ
ま
で
の
ス
ロ
ー
プ
を
作
り
ゆ
っ
く
り
と
前
進
し
た
。
四
駆

な
の
で
何
と
か
脱
出
成
功
。
前
輪
が
上
が
っ
た
の
で
法
面
と
の
間
隔
が
広
く
な

り
後
輪
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
後
輪
も
同
じ
よ
う
に
ス
ロ

ー
プ
を
作
っ
て
脱
出
を
試
み
る
が
ス
リ
ッ
プ
し
て
上
が
ら
な
い
の
で
６
人
で

後
ろ
か
ら
押
し
た
。
こ
う
し
て
前
後
輪
と
も
に
路
面
に
復
帰
し
一
件
落
着
し
た
。 



役
場
駐
車
場
に
戻
っ
て
解
散
。
朝
残
っ
て
い
た
雪
は
殆
ど
が
溶
け
て
い
た
。 

（
記
；
梶
野
） 

 

行
動
タ
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役
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浦
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事
故
現
場1
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下
北
山
村
役
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車
場 

 


